
鳴門市・北島町共同浄水場の整備事業

給水人口 ： 人
1日最大給水量： ｍ

3
/日

給水面積 ： km
2

職員数 ： 【直営】 22 人 【第三者委託】 0 人 【委託】 27 人 ※数字は、令和2年4月1日時点
給水人口 ： 人
1日最大給水量： ｍ

3
/日

給水面積 ： km
2

職員数 ： 【直営】 7 人 【第三者委託】 0 人 【委託】 15 人 ※数字は、令和2年4月1日時点

①これまでの課題・・・単独整備する場合に比べて、事業の実施方法や費用負担等の調整に時間を要する。

②今後の課題・・・ 完成した施設の管理方法や費用負担について検討する必要がある。
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〇鳴門市と北島町の浄水場は旧吉野川を挟んで対岸に位置しており、双方の浄水場で老朽化や耐震性能に課題があったた
め、広域化についての検討、協議を行い、浄水場の共同化について合意した。平成２９年５月に「鳴門市・北島町の浄水場共同
化に関する覚書」を締結したのち、同年８月に「鳴門市・北島町浄水場共同化協議会」を設立し、共同化に向けた協議を重ね、
令和元年８月に「鳴門市・北島町共同浄水場基本計画」を策定した。現在は、本事業をＤＢ方式で発注するための準備作業を
行っているところである。

・事業費総額は約115億円（鳴門市約81億円、北島町約34億円）と試算しており、それぞれが単独で更新する場合と比べて
約17億円の削減効果を見込んでいる。

検討中

　　公営が基本
　　　　　　+
　　⑥共同浄水場をＤＢで発注（維持管理業務等は今後、検討協議）
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